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月刊武松 ７３,９４３円 
情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 

市政を考える 

たけまつ    ただし

武松 忠 
印刷代(月刊武松印刷代)             １８,０６０円 

交通費(駐車場、燃料代、高速代)     ９,１９９円 

通信費(携帯電話代､折込代)        ４６,０８４円   

支出計 11/1/7 ～11/1/31           ７３,９４３円 

  寄付    

   Yさん,Mさん,Oさん                １８,０００円 

発行日  

１１/２/１ 

 たけまつ  ただし 

頒布責任者： 武松 忠(市議会議員) 
武松政策研究会 

 

児童生徒の学力は大丈夫児童生徒の学力は大丈夫!?!?  
報告書では、わからない驚愕の事実！報告書では、わからない驚愕の事実！報告書では、わからない驚愕の事実！   
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１月の支出(図書､備品、慶弔、飲食除く) 

■０９年度全国学力･学習状況調査について 

 色々と話題のあった全国学力･学習状況調査。10

年度は、抽出校のみとなったので、全公立校と私立

校の一部が参加した09年度のデータを調べました。 

概要 

・実施日 2009年4月21日 

・対象  小学６年生、中学３年生 

・教科  国語Ａ、算数･数学Ａ（主に知識） 

     国語Ｂ、算数･数学Ｂ（主に活用） 

・アンケート  生活習慣や学習環境 

公開データ 

・小田原市の平均正答率(各校別の正答率は非公開) 

・分析結果 各設問に対する全国平均との差、課題 

 改善ポイント 
 

■数値だけ公開された正答率をグラフ化したら 

 図１は、４科目（国ＡＢ、数ＡＢ）の正答率の合

計を各都道府県、全国公立平均と小田原市を左から

高得点順に並べたものです。満点は400％です。 

 小学校６年生の全国平均の253.9に対し、小田原

市は、-7.8ポイントですが、全国の都道府県比較で

みると、なんと下から３～４番目なのです。 

 裏面に図２として中学３年生のデータを示します

が、全国平均の271.1に対し、小田原市は、-5.5ポ

イントです。全国の都道府県比較でみると、これも

下から６～７番目なのです。 

 市議会厚生文教常任委員会の傍聴をしていても、

全国平均より数ポイント低いだけなので、全国的に

は中の下あたりと認識していたのですが、実際にグ

ラフ化したら何と、全国でも下位だったのです。 

 中３の県別順位では、東京都や神奈川県の順位

が、小６の時とは逆に全国公立の平均より低くなり

ます。東京横浜川崎など私立中学進学比率が多いこ

ともその要因といえます。私立中学の多くが、隔週

土曜に授業を行っている現実を把握しているので

しょうか？ 学校は学力第一です。 
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図１ 09年全国学力調査 正答率合計（小６） 数Ｂ 数Ａ 国Ｂ 国Ａ

246.1 253.9 254.2 



月例勉強会のお知らせ 
勉強会はどなたでも参加できます。自己紹介は

していただきますが、勧誘は一切行いません。 

２月の勉強会は 

日 時：２/26(土)18時～20時 

場 所：市民会館 ６階 第１多目的室 

テーマ：「地下街等について」 
参加費：100円 終了後、実費で懇親会を行います。 

                           
  

 

 HPは、 で「たけまつただし」  

月刊武松のバックナンバー全て掲載しています。 
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本会議の一般質問と予算の関係は？  ７０代男性他 

 本会議では一般質問という形式をとっていますが、 

Ｑ１、答弁が納得しない場合に提出された提案の修正がなされていることを見届けるなりはされている 

   のでしょうか？ 

Ａ１、まず一般質問の提案が、即予算化されることはほとんどありません。一般質問は議員が勝手に質 

問しているだけです。質問通告をすれば、基本的に何を質問しても構いませんし、それを制限す

ることはできません。予算については、市長に予算編成権があるので市長が提案してきたものの

可否を議会が多数決で決めることになります。 

Ｑ２、質問の前に事業提案などはされるのでしょうか？ 

Ａ２、事前提案もないとは言えませんが、やはり一般質問で、現状より有効かつ公平なものでなけれ

ば、市長から前向きな答弁は引き出せません。議員は、一般質問や様々なコミュニケーションの

中で自分の実現したいことを市長側から提案してもらい、かつ議会の賛成多数の議決がなければ

予算となりえません。 

Ｑ３、毎年同じ事業が繰り返され年々予算だげが膨らんでいるというようなことはないのでしょうか？ 

Ａ３、まず予算総額は、税収や国県負担金等の歳入状況により総額が決まります。そして総額に応じた

予算を組みます。最近は増加する扶助費（毎年１０億円増）の予算を確保するために、新規や維

持修繕等の投資的経費を削減（毎年１２億円減）しています。 

The Voice  これまでに頂いたご意見から   

武松 忠のプロフィール 
・1965/8/9 市内国府津生まれ   

・小田原市立国府津小学校、国府津中学校卒 

・神奈川県立西湘高等学校卒        

・東京職業訓練短期大学校電気科卒 

 （現 職業能力開発総合大学校東京校） 

・1986/4～1999/6 

 日本真空技術(株)勤務（現(株)アルバック） 

 ロボット･半導体製造装置等の開発に従事 

・日本赤ちゃん学会正会員         

・配食ボランティア虹の会事務局      

・家族 5人（妻、1男2女）   
     

主な役職 
・市議会副議長（2008年度） 

・小田原市監査委員 

・小田原市国民健康保険運営協議会副会長  

・小田原警察署委嘱尐年補導員 

図２　09年全国学力調査　正答率合計（中３）
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国Ａ 国Ｂ 数Ａ 数Ｂ
265.6 267.6 271.1 


